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述
し
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激
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潮
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れ
る 

も
の
は
、
何
で
も
共
有
：財
產
ビ
看
做
3
れ
た
。
即
ち
家 

も
畑
名
ボ
ー
ト
も
皆
な
共
有
財
產
で

4

つ

れ
.0

R ：

'
:
|
:
'

ず

.
卜
‘.，：ノ
 

■'
 

. 

.
も
慶
れ
て
ゐ
た
。
斯
樣
«

狀
態
'に
達
し
て
始
め
て
、
生 

經
濟
生
活
は
一
策
不
變
の
も
の
で
は
な
い
。
常
に
進
庠
物
の
規
則
的
な
交
換
が
可
能
匕
な
つ
た
の
で
ぁ
る
。

‘ 

化
の
道
：程
を
迹
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。
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b
a
u

適

當

«

_

語

の 

斯
く
の
如
&

«
族
は
他
'0
::種
族
ょ
>

も
單
^

多
量
の
食\

な
&
爲
め
暫
ら
く
原
語
0
ま
、
に
て
«

き
遛
<

は

野'

轍

品

を

生

產

し

得

た

，の
：み

で

な

く

、
，
.他

の

生

產

物

を

も

蠻

姆

' f
t

の
第
：.ニ
.期
に
は
：濃
業
の
先
驅
ビ
し
て
起
つ
て
來 

生
產
し
だ
の
で
ぁ
る
;
：
°
彼
等
は
‘乳
、
乳
生
產
品
、獸
肉
を

.
た
。
こ
はT

u
r
w
k
a
n
,
H
i
g
K
a
n
a
;

の
氣
候
が
永i

激
し 

.

多
量
に
有
す〜

る
の
み
な
ら
す
'，
，獸

皮

、
羊

：毛

、
山

'.羊
.毛

及
.
い

冬

期'に
は
：家

畜

办.食

：糧

な-<
:
-
:
し

：
て

遊

收

生

活

を

送

.る

•

び
其
の
織
物
?:
有
ず
る
こ
ビ
に
よ
つ
て
他
の
種
族
よ
リ
、

こ
ビ
が
遙
ミ
«

0

て
來
^

が

ら

で

，ぁ

る
0

が

く

て1

锻

十

四

犛

(

ニ一:

九
五)

:
雜
.
0

一 
ル

タ

溢

の

i

家
觀 

;
痧
九
龀
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ニ
九
六：

)

錄
マ
ル
ク
ス
派
の
國
家
.觀

第

九

號

度
家
畜
の
食
糧
を
得
る
目
的
を
以
つ
で
栽
培
さ
れ
た
穀.

V 

«

物
は.
今
や
人
間
の
食
糧
e
も
な•
つ
たS

,

で
あ
る
。
一J

の 

時
®]
'
に
あ
け
る

H

業
的
生
產
k
はi  r

つ
‘の
重
要
な
も
の 

が
あ
る
。
其
の
第
}

^
織
機
で
あ
5
.
、

そ

の

第

二

は

金 

風
の
溶
解
ビ
製
造
に.
お
け
る
#
風
の
使
用.
で
あ
る
0
鋼 

ビ
蒙
し
其
の
合
金
^
あ
，る.
靑

銅

が

其

の

主

な

る

も

.の
で 

あ
つ
た
。
靑
銅
は
道
具
S
武
器
せ
を
供
綸
し
た
が
未
 ̂

石
器
を
驅
逐
す
る.
に
，
は

到

ら

な

か

つ

た

？
.

.

.斯
の
如
き
生
産
の
增
加
は
其
の
生
活
^
必
耍
な
る
以 

上
の
則
を
生
產
す
る
カ
を
火
間
の
勞
働
に
與
へ
た
の
で 

あ
つ
*

。

. 

J

れ
ビ
闾
時
比
、:
を
：は

家

族

の

各

員

^

對

し 

て
以
前
ょ
り
多
量
0

勞

働

を

喪

求

す

る

こ

ミ

^

な

つ

た 

、從

つ

て

勞

働

力

の

^

加
は
痛
切
に
必
要
ビ
な
•つ
た
の
で 

*:
■
る
。ご
の
耍
求
は
戰
郇
^

ふ
.̂

て
*;

足
さ
れ
た
。即
ち 

敵
®

補
虜
は
晦
ち
に
奴
隸
^

^

れ
、；

そ
の
勞
働
力
の
增

加
の
錄
め
に
利
用
さ
れ
た
:0
か
く
て
社
會
比
ニ
つ
の
階

.
 

:. 

, 

——
——

.. 

：：

級

に

分

割

さ

れ

る

y J

? .
に

な

っ

た

。
主

人

ビ

奴

婢

、惊

奪

者
ビ
被
椋
艨
者
垆
て
れ
で
*;

る
0
パ
；

.、

■

.

こ
れ
ビ
同
時
に
財
產
所
有
の
形
態
が
鲁
化
：じ

て
^
 

た
。
以
前
ft

族

の

共

有

財

産

で

あ

つ

た

も

の

'
が

段

々

と 

私

人

の

手̂
移
ふ
こ
S

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
生
活
資 

料
の
.獲
得
は
常
k

s

子
の
業
で
あ
つ
‘
た
。
從
つ
て
生
產 

の
道
具
はS

R

子
，に
よ：

つ
て
作
ら
れ
且
つ
劣
子
に
よ
：0

て 

所
有
せ
ら
れ
た
。

3

ぅ

し

て

：家

畜

は

新

し

い

生

產

耍

具 

■
で
あ
り
、
其
«

化
€

飼
養
.は
^
子
の
役
目
で
あ
つ
た
。從 

つ
て
男
子
は
.其
の
家
畜
を
所
有
し
、，1家
畜
^
.
交
換
し
t
 

得
た
'奴
隸
と
を
其
の
所
有
ど
し
た
。
即
ち
生
產
か
ら
生 

ず
る
す
ベ
‘
て
の
餘
剩
は
與
子
の
所
有
^
*
つ
た
の
で
あ 

る
。
婦
人
ゆ
其
の
享
樂
は
は
»

か
る
乙

ビ
が
出
來
泠
が 

最
早
そ
0'

所
有
者
ビ
な
る
こ
と
が
泔
來
す
、.：

家
族
に
お 

け
る
婦
人
の
地
位
は
^

子
に
よ
つ
.て
浚
駕
ぜ
ら
れ
錄
太 

は
た
父
家
事
^

從
ふ
の
み
ぬ
な
ヴ
た
。
こ
0

與
女
間
の 

分
槳
の
結
果
は
ま
た
^

女
間
の
財
産
分
配
，.K
お
け
る
劣 

子
.の
優
越
s
 

f
.
，

解
A；
の
势
働
は
5}

子

'の

生

活

資

料

'に
關
す
る
勞
働
ょ
b

も
劣
等
視
S

れ
る
機
に
な
つ
た
。
 

こ
の
結
粜
從
來
の
邸
權
的
家
族
は
父
播
的
家
族
に
典
の 

地
位
を
讓
り
、
圆
體
婚
姻
の
家
族
は
徐
々
と
し
てj

夫 

1

婦
の
家
族
に
移
っ
て
行
っ
た
。
、そ
ぅ
し
て
父
權
的
家 

族
の
«:

カ
の
增
大
す
る
に
從
っ
：て
氏
族
制
度
は
其
の
危( 

樣

に

近

づ

“

て

行

く

 
•の
セ
あ
る
0

.

:

: 

\ 

:

こ
の
鐘
勢
を
以
つ
て
時
代
は
释
蠻
時
代
の
第m

斯
R
-
. 

\ 

到
つ
：た
。
こ
の
.時
代
は
鐵
の
刀
ミ
雜
ど
斧
の
時
代
で
.あ
一 

る
。
0
の
便
用
は
農
業
が
大
救
模
fc

行
ふ
.」

と
を
#

せ
' 

し

め

れ

，。
そ

は

廣

大

な

森

棘

地

を

，耕

作

の

爲

め

に

開

：墾

.| 

す
る
こ
ビ
を
得
デ
し
め
れ
。
-
け
れ
ざ
も
鐵
0

使
用
の
發(

| 

達
は
概
め
て
餘
々
ヒ
行
は
れ
た
。
：從
っ
て
石
器
の
消
滅
：
 

も
ま
^

.®

め
て
徐
々
た
る
も

の
で
あ
，っ
^

。
兎
に
角
鐵
：j 

の使用；

を刺激

^
た
：こ
ビ
：の
絕
大4 .
C1
'
ミ
に
つ 

い

て

は

：乙

、
に

論

す

る

.
迄

：も

な

ぃ

。
今

や

農

業

は

.穀
物
へ 

■を
人
類
に
供
铪
す
る
許
6
で

な

く

、
'
汕

畜

と

を

供

給
 

す
る
樣
は
な
っ
穴
ァ
爾
に
こ
の
霧
呤
使
用
贫
其
の
結
蟓
.：
 

贽
卞i

き

c
r〕

九
七y

:

筆
.
錄

:'
マ
)1

>
グ
'ス
變
1

.

た
る
生
淹
物
の
增
加
は
手
尤
マj
農
業
く
を
區
別
し
た
。
 

ぞ
の
結
果
，生
產
物
も
ま
た
農
業
生
產
物
S

手
工
生
產
物 

吹
1ニ
«

^
な
つ
た
。
さ
か
し
て
.斯
く
の
如
き
分
業
は
交 

,

:換
の
爲
め
0 .
生
產
即
ち
商
品
の
生
.產
を
勃
興
せ
し
め
，た 

へ
商
業
は
同
時
ほ
發
達
し
て
堪
に
乙
の
植
族
の
地
域
内
許 

ぅ
で
な
く
、. 
'海
上
商
業
の
形
式
を
以
つ
て
遠
く
外
國
ど 

_
0
賺
も
起
つ
で
來
た
の
へ
で
あ
な
.。
こ
の
1
^
到
つ
て 

生」

產
^

干
與
す
る
.ミ
^

の

な

：
い

贿

人

階

級

が

發

生

し

%
 

方
ど
都
會
ミ
は
互
に
對
立
す
る
こ
'ビ
ビ
な
ク
た
。
さ
'5- 

し
て
.富
の
®

^'
益
々
盛
ん
に
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
ば
• 

:個

人

の

富

，
で

あ

つ

た

0

_
.
:斯

く

て

0 .
由

圾

ビ

奴

隸

：の

區

別

の

.外

に

、

富

者

と

贫
 

•

0

S

別

が

漸

く

顯

著

な

現

象

ど

な

つ

，て

來

た

。
‘ 

S

 

.
 

.鶴

貨

の

'發

明

は

金

»

な

る

貨

鄕

價

値

の

.增

殖

傲

を

發

逢
 

'
せ

し

：め

、

富

办

集

穰

咚

こ

の

鑛

貨

を

特

て

る

人

ゆ

苹

唤
 

•
ょ

つ

て

行

は

れ
る

：
こ

と.に

な

つ

；
た

。

，金

權

_

の

貴

雄
 

主

義

は

穂

«

吣

貴

族

ょ

6

も

優

越

な

地

位

を

占

め

、

當
 

E

 

.

.

. 

M

m

r
 

ニ

蕊
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雑
錄
マ
ル
ク
ス
泥
の

M

家
觀

時
0

社
會
の
經
濟
的
基
礎
で
あ
：っ
れ
奴
隸
の
強
制
勞
働 

办
增
加
に
ょ
つ
て
義
由
民
ゼ
其
所
有
す
る
富
の
多
寨
に 

ょ
っV

.
階
級
に
分
っ
仕
事
が
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

.こ
の
私
有
財
產
を
基
礎V

す
る
社
會
の
新
要
素
は
對
レ 

て
氏
族
制
度
は
何
等
の
勢
力
も
な
く
秈
手
傍
觀
の
態
で 

あ
っ
た
。
こ
の
新
社
脅
は
，其
の
經
濟
的
關
係
を
基
礎
S 

:;
;し
て
、人
を
自
由
民
ビ
奴
隸
に
处
ち
、掠
奪
者
犮
る
富
者 

ビ
被
掠
奪
者
た
る
贫
潘
k
嚴
密
に〔
分
っ
て
し
ま
S

.

さ

ぅ

し

て

こ

の

富

者

v
j

贫

者

ヒ

0 :
利

®

は

決

し

て

融

合
 

^
9
る

> >

ぐJ

«
く
益

々

激

烈

の

J t
,
を

如

へ

て

行

く

逆

命

を
 

.有

し

た

も

の

で

あ

る

。
一

斯

く

て

自

由

ビ

平

等

と

»

愛

と
 

■，を
其

の

構

成

の

基

本

殿

理

ふ

じ

た

氏

族

制

度

は

分

業

ミ
 

其

の

結

果

で

あ

る

階

級

の

分

岐

に

ょ

っ

て

崩

壤

し

、

之
 

に

代

っ

た

も

の

は

階

級

の

稃

花

を

典

の

橄

本

要

素

d

し
 

だ

S

家

で

あ

る

"(

註

一

)

 

'

第
九
號

一

1

四

f
f
i 
一)

(

八

)

.
 

2
0
5
.

■(

十

)

ま
で
の
記
述
は

«

品

0
1
5
:

—

0

^

0'
»

p
p

.

V S
7

«saa

斯
く
の
如
く
國
家
は
私
有
財
產
制
度
の
確
立
ど
共
^
 

勃
興
し
た
。『

故
^
國
家
味
社
會
の
外
部
か
ら
社
食
に
加 

。へ
ち
れ
れ
勢
力
で
は
な
い
。
.ま

.
た

そ

は

H
e

g
e

l

の
主
張 

す
る
如
くr

偷
理
的
觀
念
の
.實
現」

で
も
ま
た「

理
性
の 

影
像
S
實
現j

せ
.で
も
な
い
，。
そ
は
單
に
社
會
進
化
の 

{
足
階
段
^

あ
け
る
‘ー
の
產
物
に
過
ぎ
な
い
も
め
で
あ 

る
。』

(0
旣
に
祉
會
は
利
害
を
異
に
す
る
階
級
に
し
 

た
。
故
^

其
の
中
の
勢
カ
の
あ
る
階
級
は
其
の
階
級
#
 

鬪
に
おS

て
無
益
な
る
勢
力
を
费
さ)

る
爲
め
に
、
即 

ち
を
の
社
會
的
郇
闘
を
鎭
應
し
所
謂
秩
序
を
維
持
す
る 

爲
め
の
機
能
を
有
す
る
權
カ
を
必
要
.ズ
し
た
;0

さ
ぅ
し 

て
こ

の
權
カ
は
社
會
の
中
ょ
り
發
生
し
て
社
會
ょ
り
も 

其
の
勢
力
大
に
し
て
、：

其
の
勢
.力
の
增
大
^

共
に
益
 々

社
會
そ
の
も
の
と
異
れ
ゐ
性
質
を
持
つ
て
ゐ
ft
で
こ
の 

權
力
が
即
ち
國
家
で
あ
る
。
y 

然
ら
ば
國
家
と
氏
族
制
度
ど
の
本
質
の
>相
異
如
何
リ

1i
1

mm

■
其

の

第

ー

の

相

異

は

國

家

が

其

の

人

民

を

地

域

化

從

つ

の

階

級

的

反

目

の

濃

密

の

度

を

加

へ

れ

ば

、加

へ

る

程

、

て

分

つ

こ

t

で

あ

る

.‘。

而

し

て

國

家

の

各

員

の

住

居

は

. .
其

の

設

備

は

完

全

に

な

つ

て

行

く

の

で

あ

る

。

そ

の

適
 

氏

族

制

度

の

場

合

 

<

異

つ

て

？

其

の

氏

族

ま

た

は

種

族

.
;
例

は

現

代

の

歐

洲

諸

國

で

あ

る

。

，氏

族

制

度

か

ら

國

家

：
：
： 

に

關

係

が

な

い

。

'

の

地

域

に

ょ

つ

て

住

居

を

組

織

す

.

を

分

つ

べ

き

特

徵

の

第

三

は

其

の

租

稅

制

度

で

あ

る

0 - 

る

こ

ビ

は

す

べ

て

の

國

家

の

共

通

的

性

質

の

一

：で

.あ

る

：
_

旣

に

國

家

は

其

の

被

奪

掠

階

級

の

反

抗

を

抑

歷

す

べ

く
 

其

の

第

ニ

は

强

制

的

權

カ

の

存

在

で

あ

る

。

:

こ

の

勝

制

强

制

的

權

力

を

必

要

と

し

た

。

故

^

こ

の

設

歡

を

維

持
 

的

權

カ

は

氏

族

刺

度

は

お

い

て

は

見

る

こ

^

が

出

來

な

す

べ

き

費

用

が

な

け

れ

ば

な

ら

次

い

。

こ

の

費

州

を

充
 

か

つ

た

も

の

¥

あ

る

。

そ

は

氏

族

制

度

に

お

い

て

は

其

足

す

る

爲

め

^

案

出

^

れ

た

の

が

祖

稅

制

度

で

あ

つ

て
 

:

0

氏

族

員

全

體

が

肩

治

的

武

裝

を

有

U

て

ゐ

た

か

ら

で

：
：

成

族

制

度

に

あ

つ

て

は

嘗

て

存

在

し

た

Z
ビ
の
な
か
つ
：

.
あ

る

。

然

る

に

國

家

の

發

生

は

其

の

本

質

に

あ

い

て

踏

へ

た

も

の

で

あ

る

。

斯

く

の

.如

く

®

家

は

種

々

な

特

徵

を
 

.丨：

級

の

#

在

を

前

提

S

し

、
：へ

階

截

は

互

に

利

害

を

一

ド

せ

: '
.
、
#

し

て

ゐ

る

。

こ

の

#

徼

か

ら

推

論

し

て

國

*

の

« :
«

:
 

ざ

る

を

以

て

、

人

民

全

體

に

武

裝

を

有

す

る

こ

と

は

不

.
、1

を

次

の

如

く

^

言

ふ

の

で

あ

る

。

’

可

能

で

あ

る

。

故

^

全

人

民

ど

別

糨

の

强

制

的

權

カ

の

.
| 

i
s

 

t
h
e

 

I

 

o
f 

存

在

を

必

要

V
J

し

た

。

•
其

.の

强

制

的

權

力

の

形

能

は

單

：

 

t
h
e
.

 

r
u
l
i
n
g
,

 c
l
a
s
s
,
,

 

a
n
d

 

i
a

 

a
l
l
'
c
a
s
e
s
.

日 a
i
p
l
y

 

a

 

m
a
c
h
i
n
e

 

f
o

:

.

に

常

備

®

許

り

で

な

ぐ

、

之

.に

附

|1
:す
る

»

察

「

：監

獄

;

i g
c l

l

穿

l

l

'

l

 e
x

l
c

d

 

c

r

•〈

ど

等

で

あ

る

。

而

し

て

此

等

の

強

制

的

權

カ

は

階

淑

的

反

i
r

)
.

E
n

g
e

l
s

:
I

p
.

c
i

t
.

p
.

l

 

.

目

の

.鮮

少

な

所

^

ぁ

っ

；て

は

其

の

設

備

も

^

れ

少

く

其
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九
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マ
ル
ク

X

派

の

國

家

觀
 

第

九

號

一
一
五



- 

l

o

o

y
 
f
 

錄

第
十
四
#
 

,

.十 1,1 
•
.
.

「
K
a
r
l

.1\
只̂
は
生
產
汸
法
^
基
準
ど
し
て
經
濟
生
皞 

の
進
化
を
論
じ
て
大
體
11
1
1細
.取
故
、古
代
的
、封
建
的
、

. 

-並
化
近
代
資
冰
家
的
生
產
方
法
^

區
別
を
し
て
ゐ
态
。
 

(!
)
.へ
こ
の
區
別
に
從
つ
て
，.
.

M
a
r
x
i
s
t
:

は
國
家
を
區
別
し 

て
古
代
、
.封
建
雄
に
近
代
代
議
的
國
家
(£
し
て
ゐ
る
" 

こ
の
三
«
の
國
家
に

つ

い
て
其
の
歷
&

^
意
義
を
8&
%
 

す
る
乙
と
は
本
篇
の
如
き
一
小
論
文
を
以
つ
て
し
て
は 

到
底
不
可
能
な
乙
ビ
で
あ
る
;°
:
'故
^

興
の
歷
史
的
意
義 

:
R
:つ

い

，て

は

古

代

の

國

家

は

奴

隸

.に
對
す
る
，自
*

«
の
. 

國
象
で
あ
り
、
封
建
.的
.國
家
«

農
奴
隸
農
^

對
す
る
貴
- 

族
の
國
東
で
あ
り
ヽ
近
代
代
議
的
國
家
は
贊
銀
勞
働
者 

fc
對
す
る
罾
ボ
家
の
«

家
で
あ
る
S

云
A
it
Jh
め
て
置 

き
' 
た

を

近

代

代

議

的

國

家

ド

關

し

て

ば

の 

ilie 

e
x
e
c
u
t
i
v
e

 

o
f

rt
-
I
l
e 

m
o
d
e
r
n

 

a
t
ate 

i
s

. bu
t

 

a

 

c
o
m
m
i
t
t
e
e
,

 

for 

m
a
n
a
cr
q
mcr
q
f
D
e co

m
m
o
n

 

affairs 

ぴ叫 

t
he 

w
h
o
l
e

 

b
o
u
r
g
e
o
i
s
i
e
.

ヒ
云
ふ
文
章
を
引
用
す
る
^

マ
か
ク
.X

'派
の
織
家
鸛
.■

.

Jh

め
や】

第
九
號

1
1

六

(2)

扨
て
斯
く
の
如
き
諸
形
腺
の
國
家
の
發
生
し
た
文
明 

時
代
の
經
濟
的
基
礎
を
考
察
ず
る
e

w

の
特
徵
は
次
の 

四
點
.で
あ
る
。(

一
3
生
產
方
法
は
;©
品
生
產
で
あ
つ
て 

金
風
貨
幣
が
使
用
さ
れ
、
乙
の
貨
幣
は
資
本
ビ
な
つ
て 

利
子
を
生
0

こ
>」

。(

ニ)

生
產
者
並
に
消
費
者
間
の
仲 

介
者
ビ
しV

商
人
が
存
在
す
る
こ

€
。

(

三)

，私
有
敗
產
. 

ビ
其
の
抵
當
權
の
存
す
る
，」

せ
。(

四)

生
產
方
'法
5

じ
' 

て
奴
隸
勞
働
の
行
，は
る
る
こ
ビ
が
こ
れ
で
あ
る
。
さ
'ぅ 

し
て
乙
.
の
時
代
の
'
家
族
晚
形
靡
は
一
失f .

婦
の
家
寐
で 

f

"

女

子

に

對

す

る

興

子

の

優

越

を

其

の

•.本

質

ビ

ず 

る
ァ >

 

の
家
族
が
社
會
の
經
濟
單
位
ビ
な
る
の
で
あ
る
。(3
)
- 

.

.に
從
'へ
ば
國
家
は
旣
に
述
ベ
た
檬
R

階
級 

的
支
配
を
其
の
本
質
ミ
し
て
ゐ
る
。
然
じ
，外
觀
上
#?

く
. 

の
如
き
，形
態
‘ヒ
取
ら
な
い
場
合
.も
あ
る
.の
で
あ
ん
。
即 

ち
相
反
0.

ず
る
雨
階
級
'の
，勢
カ
が
相
均
衡
す
る
場
合
の 

f

は
是

で

あ
'̂
•
a _

此
の
®

八
ロ
國
豸
は
兩
階
級
間

の

髑

■

si ;

，停
着
$

b
て
^
定
の
猶
立
を
保
持
す
る
9
第
十
%
、
第 

.

+
八
南
®
紀
に
お
け
る
尊
制
.君
主
制m

p
o
l
e
o
n

 

^
0.

.

_
象
!̂
8

§

爸
ド
時
代
の
觸
乙
帝
@
^
乙
の
狀
態
に
お 

讨
る
國
家
で
あ
る
。

.

,

：
.
;

，次

は

普

通

選

擧

：の

行

は

る

る

：國

家

の

形

fi
t
.
で
あ
る
o 

‘81

上
幾
多
の
國
家
は
其
の
富
|
の
多
少
0

:程
度
に
從
つ
て 

^

民
權
^

差
異
が
あ
づ
与
ブ
テ
シ
並
^
食
丨
マ
の
收 

.

.
Aに

よ

：：る

區

別

、

：

中

世

に.
あ

け

る

不

動

產

の

.多

少

に

ょ 

名

政

治

的

權

利

の

制

晦

、

折
：
代

代

_

國

家

に

お

け
.名

制

： 

限

趟

擧

法

が

即

ち

是

で

あ

.る
o

之
れ
等
0

で
ヒ
，：は

國

家 

が
所
有
階
級
を
無
產
階
級
て
對
し
奴
保
識
し
て
ゐ
る
こ 

ミ
0

直
接
の
說
明
^

な
.
つ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
國
家
の 

:

最
傭
形
態
で
あ
る
民
主
的
_

和
國
紀
あ
つ
て
：は
選
擧
權
，
 

R
:
何
等
の
：财
產
的
制
.限
0.

存
す
る
を
見
^

レ
。
‘
け
れ
ど
；
 

も
2
2圭
的
共
和
國
^

其
の
他
の
.國
家
^
の
間
に
本
質
的 

翥
双
な
い
の
で
あ
る
o

:

#

Mす
れ
ば
參
政
の
基
準
を 

.

財
f

e

u

t

x

か
/
:

置
.か
ぬ
.：か
：は
本
.質

衡

ね

：重

太

な

事

柄
で

は

な

い

。
，
何

ミ

な

れ

.ば
民
生
.的
共
和
國
に
お
‘い
士
：資 

I
:
產
者
階
級
は
稱
々
衣
方
法
を
：以
つV

 

i 

_

の
政
：f

左 

右
す
る
。
斯
く
て
國
家
は
前
g

引
用
し
れg

a
r
x

の
言

.'
の

如

く

.

.

「

有

產

者

階

_

の
：池

®
#

務

の

爲

め

の

行

政

蒌
 

|

員
#」

k

tt

す
る
か
ら
で
あ
る
ち
故
|
^
普
通
®

®
t t

M

|

ン
產
者
條
級
に
對
し
て
はF

e
r
d
i
n
s
d

 

L
a
s
s
a
l
l
e

の
考
.ふ 

る
如
ぐ
-®

能
藥p

a
n
a
c
e
a

で
，は
な
い
o
co
t

の
點
.に
.關
し 

.
て
E

n

g:n
>
l
sは
.次
の
樣
に
，云
つ
て
ゐ
る
。「

普
通
選
擧
は
勞 

«

階
^

g

熟
の
メ
ー

ト
ル
：で
あ
る
o
-
そ
铽
近
代
國
家
^
 

あ
い
て
そ
®
. 

.メ 

.1

.
ト
ル
'の
；役
：S '

以
外
の
も
の
女
_

め
：
-% 

い
。
然
^

そ
れ
ゆ
.そ

れ

で
.*

分
^

あ
る
。
？
ぅ
し
て
、
 

も
し
も
普
通
選
擧
の
寒
朦
計
が
.勞
働
者
間
に
おs

て
其 

ン
の
沸
騰
點
k

達
し
た
時
に
は
、：

彼
等
も
*
本
家
も
共
に 

何
を
爲
す
べ
き
か
を
知
つ
て
ゐ
る
。J

ビ
。(B
)
斯
く
の
如 

:

く
國
象
ば
其
0

形
滕
_

如

何

^

問

は

ず

階

級

的

支

配

を 

:

其
，
の
，
本
.質

せ

し

..て

ゐ

る

£

云
ふ
の
がM

a
r
x
i
s
t

の
國
象 

、
觀
奶
_

_

で
：ぁ
る
-
o .

:

第
^

^

#

-(

1

H

00-
......雜
.

.
f 
錄

.■，.

.マ：：'.ル.身

.

x:;p の
：®

家
製

蜜
鱗

I
1.

七

I
I
-
V

:丨丨 

I

：ji!. I

|1

s:tjj

I
fl !
K!
出1,
k'f.
ド丨
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馨
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C
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3
0
.
5
、

雜
：

錄
vt
.

<

J

f

i

■パ「 (

lf
e

」

v >
w

a

r

l 

M
a
r
x

 

:

l̂t
s
l
a
r
l
^
'M
i
.
t
i
^-
e d

e
r

 p
o
l
i
t
i
s
c
l
b
l
e
p
o
k
o

-tl
o
m
i
e
.

 

^

•:
:

S

.

:

L

V

I

:
 

■ 

:

!
. 

•
.
. 

..

(

独

1
l
)
M
a
r
x

 

.

&

w
n
g
e
l
vl
'r

l
.
c
o

 
日 m

u
n
i
s
t
-
M
a
n
i
/
e
s

r+'
o
,

 K
e
r
r

 E
.
d
i
t
i
o
?
.

P
.
K
, 

- 

■

.

.. ' 

. 

.

.

.

.

.

(

li
:

^)

E

n

g

e

l

s

o
p
,
. c

i
t
.
i
.
p

;.; 2
1
4
,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(

截

四

)
F
e
r
d
i
n
a
n
d

 
L

l
a

l
l

e
J

u

關

し

て

，は

小

衆

信

3

敎

授

藩

「

社

會
 

間
跹
研
究

」

六
五
瓦
队̂
'

:'

.. :

.

: 

:
 

. 

. 

|

.• 1
0
.
^
. 

o
w
. 

 ̂
M
. 

• 
* 

-
-
 

、.

: .
1

M:
以
上
人
類
原
始
の
社
會
狀
態
ょ
記
述
に

l

l

l

n

若
し
？
は
公
i

力
I

念
I

い
I

I

C

V

て
ゐ 

:*

乙
^

；♦か
あ
.る
の
で
あ
る
。
經
濟
的
進
化
の
一
足
の
階 

:

段
は
達
ず
态
ビ

必
然
的
'に
*

#

は
階
^

の
：別

を

生

じ

國
-j 

:
家
.は
：て

の

階

級

の

购

の

.必
然
的
結
戚
ど
し
て
發
生
U

た 

の
：で
あ
令
。

M
a
r
x
i
s
t

 

;の
藉
ふ
.る
所
^

據

る

ビ

..菩

々

は 

破

や

階

級

存

在

の
.必

要

が

止

ん
i

り

で

な

く

生

產
k

;

_
す

ざ

精

極

的

障

窖

ビ

M

つ

れ

逢

產

狱

態

に

ま

で

進

化
■

■
て
.

I
 

V

第
九
德
.'
.

:

二

八

， 

.，
し
.た
の
で
^

る
；。
故

に

E
n
g
e
l
s
.

は
云
ふ
。

/'H
e
n
c
e

 

t
t
L
e
s

' ^c
l
a
s
s
e
s

 

m
u
s
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f
a
l
l

 

a
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.

 

i
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v
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t
a
b
l
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a
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t
h

e
y

o
D
c
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r
o
s
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T
h
e

 

s
t
a
t
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m
u
s
t

 

i
r
r
e
v
o
c
a
b
l
v

 

f
a
l
l
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w
i
t
h

 

t
h
e

日
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T
"
h
e

 

.
s
o
c
i
e
t
y

 

t
h
a
t

 

is. .to. 

r
e
o
r
g
a
n
i
z
e
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.
'
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

_
 

o
n

 

t
h
e

 

b
a
s
i
s

 

o
f

 

p 

.
f
r:n
>
e
:
p
n
d
.

 

.
e
q
u
a
l

 

a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
,

 

o
f

 

t
h
e
:

 

p
r
o
d
u
c
e
r
s
,

 

w
i
l
l

 

'
t
r
a
n
s
f
e
r
,

 

t
h
e

 

m
a
c
K
i
n
e
r
y

 

o
f

 

s
t;.
s
.
e
:
 w

h
e
r
e

 

it 

w
i
l
l

 

t
h

e
n

cr
'

e

l

o

n

^

v
B'
t
o 

t
h
e

 

M
u
s
e
u

B 'o
f

 

A
n
t
i
q
u
i
t
i
e
s

 

b
y

 

t
h
e

 

s
i
d
e

 

o
f

s-
e

s

u

i

n

n
s'
'Q 

■
w
h
e
e
l
,

 a
n
d
.

 

t
h
e

 

b
r
o
n
z
e

 

a
x
,
c
9
-
v

 

I:: 

.

.

.

.

即
ち
'
:

E
n
g
l
e
s
.

は
國
家
©
消
滅
を
信
ず
る
も
の
で
あ 

る
。
こ
の
'點
に
關
し
て
彼
は
輿
の
名
著「

斜
學
的
並
忙
' 

索
想
的
社
會
主
義j

 

0

^

マ
層
確
的
^

說
明
し
て
*
 

る
。
今
谋
の
關
保
部
分
を
左
に
引
用
し
や
ぅ
。

..

P

資
本
家
猶
生
產
方
法
.は

、

.次

第

々
々
k

A

ロ
の
大
多 

數

：を

無-.
*

者V
J

同
時
に

，、

そ

は
_又
、(

そ
れ
自
ら
の)

沒
落 

の
亦
罰
の
下
^

、
35
1

い• 
v

;#
.の
變
革
を
成
就
せ
じ
む
る
' 

に
至
る
.所
の
、
そ
の
力
を
作
り
出
ず
。
そ
は
腕
に
)tt

象 

化
3

n居
る
大
規
模
の
^
產
手
段
を
ば
_

w
に
移
す
こ 

S

を
次
第
々
々
.に
'促
す
^
.
同
時
に
、
そ
は
其
れ
:a

‘ら
件
.. 

の
變
革
.の
党
成
へ
の
罾
@

&

肖

し

示

す

。
.
無

產

者

酗

が

國
.權

を
.

©
つ
て
、：
さ
ぅ
；し
て
生
產
手
段
を
ば
先
づ
：國
有 

に
移
む
て
仕
舞
ふ
。
.じ
か
し
ヽ
：
そ

ば

之
?:
洪

に

其

れ

启 

身
を
無
産
者
€
し
て
廢
止
し
、
ァ
ぐは
之
ビ
共
に
總
て
の 

階
級
：別
及
び
階
級
對
立
を
廢
此
し
又
之
S

共
に
國
家
を 

:
國
家
ゼ
し
て
廢
止
す
る
.
。
階
級
對
立
の
上
に
動
ぃ
て
ゐ| 

力

從

來

，の

社

會
は
ヽ

■'
.
:國
家
|

即

ち

そ0
時
々
の
絞
収：

\ 

階
級
が
、-
其
の
外
部
的
の
生
產
條
.#

を
維
持
す
る
'
が
爲
. 

め
の
殊
R

又
、
絞
り
取
ら
备
べ
き
階
級
,̂

ば
、
現
存
せ
.\ 

る
生
產
方
法
^

ょ
り
與
へ
ら
れ
て
ぁ
る
趴
の
抑
歷
の
倐
' 一
 

件
に
、(

即
ち
奴
隸
制
、*:
:
:
奴
制
、賃
銀
勞
働
に〉

强
■
⑽
：一
 

に
服
凝
3

す
爲
め
の
、
一' 
の
組
織
を
必
要
ど
し
た
。國

家

j 

は
奋
社
會
の
公
の
代
表
者
で
ぁ
&
フ
を
れ
が
服
に
見
る 

こ
-七
の
出
來
る
、

'

'

0形
體
に
結
成
3

れ

た

も

の

で

ぁ

.
一 

る
祀
は
相
違
な
い
が
フ
レ
か
し
其
の
然
る
こ
ビ
を
得
る 

の
.は
、
只
.を
れ
が
、そ

.0

诗
に
お
3

.て

全

社

會

を

代

表

し 

つ 
>

あ
る
'階
級
の
國
家
で
ぁ
る
限
6

に
於
て
で
あ
る
、
 

そ
‘は
右
代
は
あ
い
て
は
奴
隸
を
所
有
し
て
ゐ
た
國
民
の
.

第

十

四

紙2

三
〇
三

)

.

雜

錄

r
k

ガ
ス
派
の®

.
國

家

で

あ

ぅ

ヽ

中

世

に

お

い

て

.^
封

建

貴

族

の

國

家

で
 

あ
れ
、
現
代
に
お
い
て
.は
有
產
者
刚
の
國
家
で
あ
る
。

(

心
か
る
k)_

家
は
、
遂
^
は
全
社
會
の
事
實
的
代
表 

者

:̂
;i
:
る
と
共
に
そ
は
:*.
れ
自
身
を
不
用
に
歸
す
る
。

:

或

階

級

を

ば

抑

腿

し

て

置

：く

ビ

い

ふ

.
必
要
が
最
早
無
く
: ,
'
 

な
っ
て
仕.

へ
ば
、
又
階
敍
的
支
配
並
び
に
從
來
の
如

:

&

生
產
上
®

無
政
府
狀
態
に
.基
づ
く
所
の
個
々
人
間
の
. 

生
存
競
爭
ど
洪
に
’

之
ボ
伴
ふ
て
發
生
し
來
る
所
の
«
 

突
や
法
外
め
^

ビ
が
無
く
な
つ
て
仕
舞
へ
ば
、
»
早
抑 

M

の
必
要
が
無
く
な
る
か
ら
、
特
別
な
る
抑
壓
力
た
る 

國
家V

J.

云
ふ
も
の
も
亦
必
要
が
な
く
な
つ
て
來
る
，
國 

家
が
眞
實
に
全
社
會
の
'代
表
者
ビ
し
て
行
ふ
所
の
最
初 

の
行
爲—

社
會
0

名

た

あ

々

て

生

産

手

段

を

，國

有

k

.
::
: 

移
す
.こ
^

_
^
は
同
時
^

、
そ
が
國
家
.匕
し
て
の
最
後
.： 

の
.麵
立
行
爲
で
あ
る
。
社
會
：關
係
に
»
す
る
國
權
の
千 

渉
.は
：或

範

圆

ょ

り

他

0

鑛

圆
'へ.
S

次

第

々

々

に

〒
; H
i t 

な
b

、
か'く

.

て

其

れ

自

身
.が

靜

か

に

，
死

ん

で

仕

舞

ふ

。
物

.

遞 

第
九
魏_

1
|

九.



.

:

^

§

&

糊

聽

:

マ

$

ス

派

篇

肇

 

,

料

九

龅

,

m

o

.0
-
'釐
|

^

妙

迷

，
'*

過

程
'の

指
-«

が

、
，
人

の

，上

に

衍

は

る 

る
統
御
セ
狀
は
る
0
:0
0
は「

廢
止」

(

a
-c
r
s
c
h
a象

.

)

さ
れ 

遠

で

は

な

い

。そ
：れ
は
死
ん
で
仕
舞
ふ
の
で
：あ
る
。、 

班
^

j
の
長
S

.9
1

用
を
一
敢
え
て
し
^

.0

.は

Z 
'の 

E

n

l

s;̂

文
章
が
マ
ル
ク
ス
派
の

_

家

觀

._の

全

般

を

锻
 

:i
'.
w

lt
-]
:

:

,語

る
.か

ら

で

為

る
/0

然

しf 

Z

ク

ス
M
 

;©
«《

糧

は

座

承

を

歷

史

的

產

物

，ビ

し

て

觀

し

#

の
永
'; 

久
姓
^

噃
5

^

る
所
忙
淇
：の
最
大
.の
特
激
を
持
つ
.て

ゐ
 

4

。「

國

豫

は

：遂

に
.は
全
社
會
の
事
實
的
代
读
者
ビ
な
る」 

‘と
共
狄
务
れ
は
其
れ
^

#

不
用
に
歸
す
る
.。
一
マ
ル
タ
，
ス 

派

め

调

家

の

裳

に

つ

い

て

.の
：考

察

は

：：こ

0

數

.言

に

盡 

.:;
&

'i
:

ゐ
る
。w

n
g
e
l
s

は
吏
ら
に
云
つ
て
.ゐ
.る
。「

國
家
は 

嬙
止
さ
れ
る
の
で
は
々
:v
>

c

.?

れ
は
死
ん
で
仕
.舞
ぶ
め 

彳
で
,4
):

る
0」

.で
。
こ
0

國

_

め
.
永

久

性

を

帝

定

す

る

.®*

に 

お
，い
て.は

：マ̂

ク
ス
娠
の
^
入
せ
雖
も
意
胄
0

相
異
の 

:*
.る
；こ
ぞ
は
な
い
。け
れ
^

も
國
家
が
如
何
七
し
て「

死
：
 

.み

で

*

舞

ふ

の

で

あ

る

か

」

'の

問

題k

至
つ
て
，は
，マ
ル

ク
.ス
..派
-0
.右
黨

ぜ

中.

&
#-
故

極

左

.黨

ミ

の

間

に

ぁ

つ 

て

必
^
し

名

意

見

：
$
同

激

が.ぁ

，るVJ

は

言

へ

な

い

の

で 

#
名

。> 』

の

點
K
關
す
る
論
部
は
今
ル
ク
ス
派
國
繼 

を

寧

ぶi
の
k

'e
ち

て

，
觀

過

す

，
ベ

か

ら

ざ

る

興

味

^>®

 

要VJ'

を

有

す

る

の

で

あ

る

が

：
、

こ

、

^は
. ：

割
愛
す
る
-
Z 

' 

V
J
k

し
、
.た
、乂
.こ
'-
0
こ
.
ビ̂

:關
す
る「

共
産
.黨
宣
言」

に 

お
け
名
ビM

a
r
x

 

S

 

E
1

I
S

の
所
論
の
规
槪
を
記
し
：
 

.て
本
篇
を
終
6
.为
いIVJ.M

ふ
。

.M
arx

、こEn
g
^

/V
J

は「

共
產
黨
宣
言」

k
お
いV

次 

,5.

檬
に
.述
べ
て
ゐ
る
。

1

w
e
.
l
l
a
v
e
.
s
c
s

 

a

b'o
T
€
,
 _ t

i
t

 

tile., jsns.t 

s
t
e
p

 

i
n

 

t
h
e

 

r
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

-
b
y

 

.
t
h
e

 

/
f
o
r
k
i
n
g

 

c
l
a
s
s
,

 

i
s

.

:o.
w
a
i
s
e

 

.
.the. 

p
r
o
l
e
t
a
r
i
a
t

 

t
o
,

 

t
h
e
.

.po
s
i
t
i
o
n

 

o
f

 

r
u
l
i
n
g

 

c
l
a
_
s
s
,

 

t
o
.

 

w
i
n

 

t
h

e

tr
-

a

u

e of

 

d
e
m
o
c
r
a
c
y*

, 

.
r
i
l
e

 

p
r
o
l
e
t
a
r
i
a
t

 

w
i
l
l

 

u
s
e
'
i
.
t
s

‘ p
o
l
i
t
i
c
a
l
w
n
p
r
e
m
a
c
y
y
.

f-
t
-
o 

w
r
e
s
t
,

 

.
.
.
■

b
y

p
-r
t

g
.
c
c
e
s
,

 

a
i
l
o
a
p
i
t
a
l

 .
f
r
o
m
:

 

t
h
e

 

.
b
o
u
r
g
e
o
i
s
i
e
,

o
'c
e
n
t
r
a
l

 i
z
e

 

.
 

a
l
l

 

i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s

 

o
f

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

i
n

 

t
h
e

 

h
a
n
d
s

 

o
f

 

t
h
e

 

S
t
a
t
e
,

 

i. 

e., 

o
f

 
t
l
i
e

 

p
r
o
l
e
t
a
r
i
a
t

 

c
r
v
n
i
z
i
s
d

 

a
s

 

t
h
e

 

r
u
l
i

 n
g

、
c
l
a
s
s

 ; 

a
n

d

o 

i
n
c
r
e
a
s
e

 

.
t

.t
ê 

t
o
t
a
l

 

o
f

 :
.
p
r
o
d
u
c
t
i
y
e

 

.
f
o
r
c
e
s

 

a
s
.
r
a
p
i
d
l
v
.
,
a
s
.

 

...
 

p
o
s
s
i
b
l
e
.
s

■

つ:®

.

如
ち
謂
ふ
所
の
.意
は
社
#
主
義
的
社
會
の
構
成
に
は 

無
產
者
階
級
が
支
配
階
級
の
他
位
に
®

か
く
で
有 

產
者
踏
級
ょ
り
す
ぐ
そ
の
資
本
を
略
取
し
、
す
べ
て
の 

生

康

手

段

を
國
家
の

掌
中
に

收
め
る

z 

V
J

が
必

要

で

あ
 

::

る
ビ

：
謂
ふ
の
で
あ

る

。

こ

の
目
的
の
爲
め

に

，
取
るV

&

 

方
策
ビ
し
て「

共
產
黨
宣
言」

は
土
地
所
有
の
廢
止
以
下 

十
項
の
國
家
社
會
主•

義
的
、
'集

產

.主

義

的

方

策

を

提

供 

し

て

ゐる

。

か

.ゝる

集

產

圭

義

的

社

會

の

出

現

に

.ょ
つ 

.て
、

」

無
產
者
糌
級
は
其
‘の
階
級
ヒ
し
て
$

存
在
を
消
滅
，
 

し
、
.:

從
ク
/て
社
會
.に

：
は
抑
®

な
く
階
級
な
i

R

來
の
政 

治

的

猶

力

.即

ち

國

家

な

る

も
の
は
消
滅
す
る

に

至
る
の 

:

で
あ
.る
。
共
產
鐵
宣
言
：ば
次
の
®.

に
云
.
つ
て
ゐ
る
。

:;

W
l
i
e
n
,

 

i
n
'
t
h
e

 

c
o
u
r
s
e

 

o
h d

e
v
e
l
o
p

 
日 e

a
t
,
'
d
a
s
s

o-i
s
t
i
n
c
t
i
o
n
s

 

h
a
v
e
,

 

d
i
s
a
p
p
e
a
r
e
d
'

 

a
n
d

 

-all. 

:
d
r
o
d
;
l
c
t
i
.
c
n
'
.
l
l
a

t/,
.
b
e
e
n
.

 

c
o
n
c
e
n
t
r
a
t
e
^
'
i
n

 

'
 

.ノ
-..

t
n
e

' rn
d
s

 

o
f

 

p 

p
w
w
o
o
^
p
.
^
o
p 

o
^
.

p
u
l
-
l
l
c

 

p
o

w
t

H
w

i
p

.

 

l
o
s
e

 

i
t
s
v

 p
o
l
i
t
i
c
a
l
.
r
c
h
'
a
r
p
c
t
e
r
.
'
.
p
o
l
i
l
i
c
a
r

 

ncj
o
w
e
r
j

 

p
r
o
p
s

 r
l
v
’ 

忉 o 

c
a
l
i
e
p
i
s

 

m
a
r
d
l
v

 

t
h
e

 

o
r
g
a
n
i
z
e
d

 

p
o
w
e
r

 

0 .
1 

o
n
e
.

 

c
l
a
s
s

 

l
o
r

 

c
p
o
r
e
s
s
i
n

 
叫 

a
n
o
t
h
e
r
'
I
f

 

■ t
h

e

d'H
o
l
e
t
a
r
i
a
t

 

■
;.*

d
u
r
i
n
g

 

i
t
s

 

c
c
o
t
e
s
t

 

w
i
t
h

-* .
t
h
e

 

b
o
u
r
g
e
o
i
s
i
e

^

C

o
 
日 
p

e

ufv
d
, 

b
y

t
h
e

 

f
o
r
c
e

 

o
f

 

c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
,

 
t
o
o
r
g
a
n
i
z
e

 

i
t
s
e
l
f

 

a
s

 

a

 

c
l
a
s
s
,

 

i
f
f

 

l〕y

 

m
e
p
ロ s

 

o
f

 

a

 

r
e
v
o
l
u
t
i
o
p
i
t
;

 

m
a
k
e
s

 

i
t
s
e
l
f

 

t
h
e

 

r
u
l
i
n

OQ
o
l
a
s
sv# 

a
n
d
》

a
s

 

s
u
c
h
,

 

s
w
e
e

 
で s

 

a
w
f-
'
y 

b
y

 

f
p
r
c
e

 

o
l
d

 

c
o
n
d
i
t
i
o
n
s

 

f
o
r

 

e
x
i
s
t
e
n
c
e

 

o
f
*

 

c
l

s
s

p

0

âQ
o
2.
S
B
S
,
 

a
n
d

 
o
f
"

 

c
l
a
s
s
e
s

 

g
e
n
e
r
a
l
l
y
,

a
n
d

 

w
i
l
l

 

t
h
e
r
e
b
y

tr
-
a
v
e
 

a
b
o
l
i
s
h
e
d

 

i
t
s

 

o
w

n

 

s
u
p
r
e
m
a
c
y

 

a
s

 

a

-部

：

'.
 

c
l

a
s

s
.

s

- 

.

以
上
が
マ
ル
タ
ス
M
の
國
家
觀
の
大
要
で
あ
る
o
其 

の
：第
.一
要
素
は
國
家
の
永
久
性
の
否
定
で
f

,

31
:
の 

第
二
の
要
素
は
階
級
支
.配
を
2

0
:て
國
家
の
本
質V」
な 

す
こ
ビ
で
あ
る
:0

,

社
會
は
其
の
成
立
の
始
め
.か
ら
國
家
組
織
を
持
つ
て 

ゐ
た
も
の
で
は
な
い
o
社
#

主
義
潰
の
云
ふ
♦原
始
盼
代 

，
に

お

け
る
財
産
'共
有
制
が
多
く
の
疑g

を
^
し
て
ゐ
れ 

に
し
て
も
、s

原
始
的
社
會
に
あ
か
て
.國

家

の

紐

織

，#

在 

せ
ず
，
國
家
は
一

の
®

史
的
產
物
で
あ
る
こ
と
は
あ 

^

b

R
明
瞭
な
事
實
で
あ
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
派
の
國 

家
觀
は
li
l

t
の
'本
質
を
强
制
的
權
力
の
存
在
に
求
め 

穴
。
こ
の
觀
方
.も
頗
ぶ
る
妥
當
で
わ
る
。
殊
に
其
の
®
 

著
な
る
例
を
征
服
國
家
に
お
ぃ
て
恩
る
こ
マ」

、
が
出
來
る

第-

!̂
卷

(

：一
三
〇
五
}
.
雜
•
錄

マ

ル.
ク
ス
派0
國
象
觀.

第
九
號

險 で ：還®^



第
十
四
卷(

1

H

Q
-C

_

錄

プ

が
'
ク
ス
-
派
の
_

家
觀

の
.
であ
る

(c
)

け
れV」

も
國
象
は
將
來
死
滅
す
る
S

す
る 

議
論
は
論
郇
の
餘
地
が
あ
る
こ
ビ
^

思
は
れ
’
る
。
マ
y 

ク
ス
.
派
の
國
家
«

は
國
家
の
|1

能
を
經
'»
的
の
も
の
ビ 

見
た
P

で
あ
る
が
、
國
家
の
機
能
を
經
濟
的
で
な
い 

ビ
見
る
人
に

ビ

つ
て
は
經
'濟
的
椋
奪
、
被
掠
奪
階
級
の

一
 

廢
止
が
必
ず
し
も
國
家
；の
廢
止
と
は
な
ら
なS

:

の
で
あ
ふ 

る
。，

國
家
梂
經
濟
的
機
他
以
外
の
機
能
を
も
有
す
石
。

：I

¥:
★

ド
' 

'
マ
ン
■は

か

、

る
，
見

地

か

.'ら
マ
：ル
ク
ス
派
の「

國 

«

の
死
滅」

に
對
し
p

»

成
し
^

い
の
：で
あ
る
ょ
.
こ

の

I 

V

ル
ド
.

マ
ン
の
批
評
の
如
き
«

カ
な
批
評
ヵ
め
る
^

も
拘
ら
中
マ
ル
ク
ス
派
の
國
家g

は
す
；ベ
て
の
進
步
的 

思
想
に
お
：け
る
國
家
?a

の
出
發
點
ど
しv

瑰
代
社
會
思 

想
.の
中
に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
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